


問１

ねらい 三角関数で表される関数の最大・最小を求める問題である。倍角の公式を用いて
二次関数の最大・最小値問題に帰着する。

解答 sin x+ cos 2x = −2 sin2 x+ sin x+ 1 より t = sin x とおくと

sin x+ cos 2x = −2t2 + t+ 1 = −2

(
t− 1

4

)2

+
9

8

−1 ≦ t ≦ 1 なので，この範囲において上記の関数は t = 1/4 のとき最大値 9/8 をとり，
t = −1 のとき最小値 −2 をとる。

問２

ねらい 図形と方程式に関する問題である。点と直線の距離の公式を用いて条件を満たす
直線を決定する。

解答 ℓ の傾きを m とする。C の半径は 2 であるから，ℓ と C の 2 交点および C の中
心を頂点とする三角形は一辺の長さが 2 の正三角形である。よって C の中心 (−1, 3) と
ℓ : y = m(x− 1) の距離は

√
3 であるから，

|2m+ 3|√
m2 + 1

=
√
3 ⇐⇒ (2m+ 3)2 = 3(m2 + 1) ⇐⇒ m = −6±

√
30

よって ℓ の方程式は y = (−6±
√
30)(x− 1) である。

問３

ねらい 与えられた漸化式から等比数列を作り，一般項等を計算する問題である。

解答 (1): an+1 − 2 =
1

2
(an − 2) より

an − 2 =

(
1

2

)n−1

(a1 − 2) = −
(
1

2

)n−1

=⇒ an = 2−
(
1

2

)n−1

(2):

Sn =
n∑

k=1

(
2−

(
1

2

)k−1
)

= 2n−
1−

(
1

2

)n

1− 1

2

= 2(n− 1) +

(
1

2

)n−1

(3): lim
n→∞

an = lim
n→∞

(
2−

(
1

2

)n−1
)

= 2

1



問４

ねらい 平面ベクトルに関する基本的な問題である。内分点の公式を用いて計算する。

解答 (1): PR : RC = 1 − s : s, BR : RQ = 1 − t : t とすると，
−→
AP =

2

3

−→
AB,

−→
AQ =

3

4

−→
AC

より

−→
AR =

2

3
s
−→
AB + (1− s)

−→
AC = t

−→
AB +

3

4
(1− t)

−→
AC =⇒


2

3
s = t

1− s =
3

4
(1− t)

これより s =
1

2
, t =

1

3
となるので，

−→
AR =

1

3

−→
AB +

1

2

−→
AC である。

(2):
−→
AR =

5

6

(
2

5

−→
AB +

3

5

−→
AC

)
=

5

6

−→
AS よりAR : RS = 5 : 1 である。

問５

ねらい 微分法および積分法に関する計算問題である。

解答 (1): y′ =
1

x
より求める接線の方程式は y =

1

1
· (x− 1) = x− 1 である。

(2): ∫ e

1

log x dx = [x log x− x]e1 = 1

(3):

π

∫ e

1

(log x)2 dx = π

(
[x(log x)2]e1 − 2

∫ e

1

log x dx

)
= π(e− 2[x log x− x]e1) = π(e− 2)

(4):

πe2 − π

∫ 1

0

e2ydy = πe2 − π

[
1

2
e2y
]1
0

= πe2 − π

(
1

2
e2 − 1

2

)
=

π

2
(e2 + 1)

2
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